
・自分と違う面に目がいき、変だと思ってしまう  ・相手の悪い点しか見ようとしていない 

・相手に苦手意識を持ってしまっている  ・尊重する気持ちや思いやりの気持ちが足りない 

・周りの人と比べてしまう  ・自分中心に物事を考えてしまう 

・他人の悪口を言うことで、他人を下に、自分を上に見ている  

・相手のことを受け入れる気持ちが足りない  ・噂話を真に受けている、噂話を広げる 

 

         

 

 

【資料について】  

本資料は、中学3年生が書いた人権作文である。日本人の両親をもち、アメリカ（サンディエゴ）

で生まれ、10歳半まで地元の保育園、幼稚園、小学校に通った筆者「僕」は、「リスペクト アザー

ス」を根本的な考え方として育つ。多国籍民族で構成されるアメリカは、有色人種に対する差別、白

人至上主義など人権問題があり、人権に関わる感覚を研ぎ澄ませなければならない社会である。日本

に帰国し、小学校に通い始めると、アメリカとの考え方の違いに戸惑う。日本人にとって「リスペク

ト アザース」のもつ意味とは・・・？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳通信 

〈６月号〉 
リスペクト アザース 

「人権尊重の社会を作っていくのは、僕たちひとりひとりの考え方による」

と言った「僕」は、どんな思いでそう言っているのだろう。 

差別や偏見を持ってしまう原因として、どのようなことが考えられるか。 

差別が無くなって、

みんな笑顔で生きて

いってほしい。 

ひとりひとりが違う意見を持っている

から、その意見が組み合わさると、今よ

りもっとすばらしい社会になるはず。 

全員が尊重しようと思わな

ければ、人権尊重の社会は

つくれない。 

アメリカのように、相手のど

んなことでも尊重できるよ

うな世界になってほしい。 

お互いを尊重し合うことで、

世界から差別がなくなって

ほしい。 

世界全体が平等になってほし

い。差別のない社会になって

ほしい。自分たちから変わら

ないと、差別はなくならない。 

日本でも個性を尊重す

るという考えがもっと

浸透してほしい。 

日本の全員と合わせる

という考えも大切だ

が、時には捨てる勇気

も必要だ・・・ 


